
日
　
時

平
成
十
四
年
九
月
二
十
二
日
（日）

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場
　
所

陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地

行
事
内
容

記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
、

装
備
品
展
示
、
音
楽
演
奏
、
ジ
ー
プ
等

試
乗
、
野
外
売
店
等

そ
の
他

当
日
は
、
午
前
八
時
半
〜
午
後
三
時
ま

で
駐
屯
地
は
一
般
解
放
致
し
ま
す
。

細
部
問
合
せ
先

陸
上
自
衛
隊
北
富
士
駐
屯
地
広
報
室

電
話

〇
五
五
五
―
八
四
―
三
一
三
五

（
内
線
二
〇
五
）

（7）

今
年
度
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
教

育
・
生
涯
教
育
事
業
を
展
開
し
て
い
く
た

め
に
、
一
年
を
通
し
て
春
・
夏
・
秋
・
冬

の
季
節
に
あ
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て

お
り
、
第
一
弾
に
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
七
月
二
十
三
日
―
二
十
四
日
の
日
程
で

ご
み
を
拾
い
な
が
ら
富
士
山
に
登
る
夏
休

み
親
子
・
村
民
体
験
学
習
を
実
施
し
、
九

―
五
十
五
歳
の
村
民
十
四
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
一
度
は
登
っ
て
み
た
い
・
い
つ
で

も
登
れ
る
と
い
っ
て
、
計
画
倒
れ
で
終
っ

て
い
る
方
が
多
い
中
、
あ
く
ま
で
も
登
る

事
を
目
的
と
し
て
、
体
力
に
合
わ
せ
て
、

山
頂
登
頂
は
次
の
大
き
な
目
標
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
悲
願
の
山
頂

登
頂
も
参
加
者
全
員
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
み
拾
い
に
つ
い
て
も
、
最
近

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
の
登
山
者
が
多
く
な
っ

て
き
た
た
め
か
、
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
る

ほ
ど
、
登
山
道
・
下
山
道
に
も
あ
ま
り
空

缶
や
ご
み
な
ど
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
大
き
な
ご
み
袋
ひ
と
つ
拾
い
集
め
ま

し
た
。

日
本
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山
の
美
し
い

姿
と
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
富
士
山
の
恵

み
を
受
け
て
生
活
し
て
き
た
私
た
ち
の
責

務
で
す
。
年
間
三
百
万
人
の
観
光
客
を
有

す
る
富
士
山
も
、
夏
山
登
山
だ
け
で
も
三

十
万
人（
富
士
吉
田
口
は
十
六
万
六
千
人
）

も
利
用
者
が
あ
り
ま
す
。
富
士
山
の
自
然

を
学
び
、
親
し
み
、
豊
か
な
恵
み
に
感
謝

し
、
環
境
保
全
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が

積
極
的
に
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
貴
重
な
時
間
の
中
、
こ
の
計

画
に
賛
同
し
参
加
し
て
く
れ
た
皆
様
に
は
、

大
変
な
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
参
加

者
全
員
に
と
っ
て
一
生
の
思
い
出
と
な
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
も
行
い
ま
す
の
で
、
奮
る
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次

の
通
り
で
す
。

・
日
本
一
の
す
ご
い
山
だ
け
れ
ど
、
注
意

事
項
を
守
っ
て
登
る
と
誰
で
も
登
れ
て

し
ま
う
か
ら
フ
シ
ギ
！
日
本
一
の
大
パ

ノ
ラ
マ
は
、
天
女
に
な
っ
た
気
分
で
し

た
。

・
参
加
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
事
前
の
説
明
会
を
設
け
て
頂
い

た
こ
と
で
富
士
山
へ
の
夢
を
大
き
く
膨

ら
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
登
っ
た
者
だ

け
が
味
わ
え
る
、
あ
の
感
動
、
あ
の
苦

し
み
一
緒
に
登
っ
た
人
見
ず
知
ら
ず
の

人
と
励
ま
し
合
っ
て
、ひ
た
す
ら
登
る
、

ひ
た
す
ら
下
る
。
あ
の
醍
醐
味
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ず
っ

と
続
け
て
頂
き
た
い
企
画
だ
と
思
い
ま

す
。

・
ま
た
来
年
も
企
画
し
て
下
さ
い
。
絶
対

参
加
し
ま
す
。
富
士
山
は
良
か
っ
た
本

当
に
！

・
た
か
い
山
だ
っ
た
。
カ
ル
ビ
ど
ん
が
う

ま
か
っ
た
。

・
五
合
目
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
着
い
た
と
き

胸
の
息
苦
し
さ
を
覚
え
、
本
当
に
登
山

で
き
る
の
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
頂

上
に
た
ど
り
着
い
た
時
に
は
自
分
で
も

夢
の
中
に
い
る
様
な
状
況
で
し
た
。
今

で
も
「
本
当
に
登
っ
た
ん
だ
」
と
自
分

に
言
い
聞
か
せ
納
得
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な

っ
て
自
分
を
励
ま
す
事
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

・
道
志
の
山
を
登
る
の
も
い
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
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村
民
体
験
学
習
「
富
士
山
に
登
る
」

村
民
体
験
学
習
「
富
士
山
に
登
る
」

北
富
士
駐
屯
地

創
立
四
十
二
周
年

記
念
行
事
の
ご
案
内

日
　
時

平
成
十
四
年
十
月
十
二
日
（土）

午
後
二
時
開
演

会
　
場

都
留
市
文
化
ホ
ー
ル

（
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
）

講
　
師

島
田
　
晴
雄
先
生

（
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
）

演
　
題
「
日
本
経
済
再
生
の
戦
略
」

―
生
活
産
業
創
出
の
す
す
め
―

入
場
料

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

先
着
三
〇
〇
名
様
に
入
場
整
理
券
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

富
士
急
経
済
講
演
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
―
二
二
―
七
一
一
一

第
十
二
回

富
士
急
経
済
講
演
会
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基基本本健健診診・・ががんん検検診診をを受受けけままししょょうう

実　施　日

9 月 12日（木）

受 付 時 間

午前 8:00～10:00

午前 8:00～10:00

午前 9:00～11:30

午前 8:00～ 9:30

検 査 の 種 類

基 本 健 診

胃 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

肝 が ん 検 診

検 査 料

9,450

4,027

1,810

3,242

村 負 担

8,450

3,527

1,310

2,742

自己負担

1,000

500

500

500

検 診 で わ か る 病 気

高血圧・心臓病、肝臓病等の成人病

胃、十二指腸潰瘍、ポリープ、炎症、がん等

小・大腸炎症、がん等

超音波、胆のう、肝臓、膵臓等の異常

検　査　項　目

胃 が ん 検 診

腹 部 エ コ ー 検 診

基 本 健 診

大 腸 が ん 検 診

場　　　　所

旧唐沢小学校体育館

〃

〃

〃

※大 腸 が ん 検 診 事前に渡された容器に２日間採便して、必ず問診票と一緒に
12日の午前９時３０分までに旧唐沢小学校へ届けて下さい。

※基 本 健 診 がん検診を受診される方は朝食をとらないで下さい。

※上記以外にも次のような検診がありますので都合の良いものを受診して下さい。

※希望される方は別紙様式に希望日を記入して自己負担金8､000円と一緒に住民健康課へ
申し込んで下さい。（必ず第1希望、第2希望を記入して下さい。）

※検便の容器等、詳細については役場から本人に郵送します。

※当日検診は8時30分から始まりますので問診票、検便等を持って山梨赤十字病院に各自で
行って下さい。

自分の健康は自分で守る
健康なときこそ健診を受けましょう。

基本健診・がん検診を受けましょう

検 査 料 金

実　　施　　日

10月 2日・ 9日

16日・23日

30日

対　象　者

35才・45才

55才・60才

65才

場　　　所

山梨赤十字病院

村　負　担

男　25,600
女　34,981

自己負担

8,000

働きざかり花の実年検診

（70才以上の方は無料です。）
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乳乳乳乳ががががんんんん・・・・子子子子宮宮宮宮ががががんんんん検検検検診診診診
をををを行行行行いいいいまままますすすす！！！！

暑い夏もそろそろ終わり、食欲、スポ
ーツ、読書の秋が始まります。
村では、この秋も、乳がん・子宮がん
検診を行います。
近年、食生活の欧米化などにより、乳
がん、子宮がんが増えています。しかし、
早期に発見することで、100％治るともい
われます。

対　象 30歳以上の女性
費　用 500円

※検診当日　保健師と一緒に自己検診法

を覚えましょう。

注意事項
当日、受診できない方は、施設検診をお

受け下さい。役場で施設検診用受診票を

受けとり、各自で、指定の医療機関で受

診して下さい。

尚、自己負担金は500円です。

問い合わせは役場住民健康課まで。
（TEL 52－2111）

月　日

9月19日（木）

10月 8日（火）

場　　所

中央公民館（竹之本）

山光荘（下白井平）

時　 間

受付・午後1時30分
～3時

診察・午後2時～

平
成
十
四
年
七
月
十
七
日
・
十
八
日
に

行
な
わ
れ
た
結
核
・
肺
が
ん
検
診
に
つ
い

て
、
結
果
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

受
診
者
は
二
百
四
十
七
人
で
し
た
。
そ

の
う
ち
七
人
が
精
密
検
査
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
精
密
検
査
の
通
知
が
あ
っ
た
人

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
下
さ

い
。病

気
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
年
に
一

回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

第10回 マウント富士産業フェア
郡内地域産業振興センターでは、日頃から県内地場産業製品の

ご愛用をはじめ、当センターへの来館、施設の利用に感謝して、
「第10回マウント富士産業フェア」を開催します。
ご家族、ご近所お誘い合わせのうえお出かけください。

期　間　平成14年9月22日(日) ～23日(月) 二日間
時　間　午前9時30分～午後4時
場　所　郡内地域産業振興センター

内　容
①織物、宝飾品、お菓子、ワインなどの組合が、特設会場で日頃
のご愛顧に応えて奉仕価格での販売

②２日間、先着500名のご来場者に、高原野菜のプレゼント
③お買い上げの皆様に、豪華景品が当たるお楽しみ抽選会
④染色・トンボ玉などのクラフト体験や、インターネットなどの
体験コーナー

⑤大石紬や勝山村竹工芸などの実演コーナー
⑥積木コンテストや風船アートなどの子供わくわく広場
⑦はぎれアートコンテスト入賞作品展や、絵画・染色などの企画展
⑧飲食コーナー
⑨多様なクラフト作品を展示販売するクラフトマーケット
⑩郷土芸能・ストリートライブ

問合わせ 郡内地域産業振興センター
「第10回マウント富士産業フェア実行委員会事務局」まで
電話番号 0555―24―4406 ＦＡＸ番号 0555―24―5319
皆様のご来場を心からお持ちしております。

結
核
は
い
ま
で
も
毎
年
四
万
人
以
上
の

患
者
と
三
千
人
ち
か
い
死
者
を
だ
し
て
い

ま
す
。

最
近
で
は
、
病
院
や
事
業
所
、
老
人
福

祉
施
設
な
ど
で
の
集
団
感
染
も
多
く
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

結
核
は
、
い
ま
も
っ
と
も
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
病
気
な
の
で
す
。

◆
こ
ん
な
症
状
が
出
た
ら
要
注
意
◆

咳
や
痰
が
続
く

２
週
間
以
上
も
軽
い
咳
や
痰
が
続
き
ま

す
。
子
供
の
場
合
は
あ
ま
り
痰
は
出
ま
せ

ん
が
、成
人
の
場
合
は
量
が
増
加
し
ま
す
。

体
が
だ
る
く
な
る

無
気
力
に
な
り
全
身
に
倦
怠
感
を
お
ぼ

え
ま
す
。

特
に
、
子
供
の
場
合
は
全
身
が
だ
る
く

元
気
が
な
く
な
り
ま
す
。

体
重
が
減
る

特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、
食
欲
が
な
く

な
り
、
体
重
が
減
少
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

微
熱
が
続
く

夕
方
に
な
る
と
、
よ
く
微
熱
が
出
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
寝
汗
を
か
く
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。

胸
に
痛
み
が
あ
る

重
い
感
じ
が
し
て
、
肩
が
凝
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
進
行
し
て
い
る
場
合
は
血
痰

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
気
管
支
炎
や
肺

炎
に
も
共
通
す
る
症
状
で
す
。

「
か
ぜ
か
な
？
」
で
す
ま
せ
な
い
で

早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

吉
田
保
健
所
　
地
域
保
健
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
五
‐
二
四
‐
九
〇
三
五

「
結
核
・
肺
が
ん

検
診
を
受
け
た
方
へ
」

結
核
は[

昔
の
病
気]

で
は

あ
り
ま
せ
ん
！



行
政
相
談
委
員
は
あ
な
た
の
身
近
な
相

談
相
手
で
す

☆
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
法
律

に
基
づ
い
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

役
所
の
仕
事
で

困
っ
た
こ
と
・
知
り
た
い
こ
と

―
苦
情
・
意
見
・
要
望
―

な
ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

秘
密
厳
守
・
無
料

総
務
省
　
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

山
梨
行
政
相
談
委
員
協
議
会

甲
府
市
北
口
一
―
二
―
十
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
―
二
五
二
―
一
四
九
六

恒例により漁業協同組合（佐藤泰男組合長）主催による

マスつり大会が8月14日デイリー中央店前の道志川におい

て開催されました。

当日は天候に恵まれ総勢110名の方が参加しました。

平成14年９月１日（10）

秋
の
到
来
が
近
づ
き
、
き
の
こ
狩
り
の

シ
ー
ズ
ン
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第32回　道志川マスつり大会

第32回道志川マス釣り大会　順位結果

一般の部（五尾の総重量）トロフィー賞品
道志村漁協組合長賞（上野原町）平賀　重雄 1,400ｇ
道志村長賞 （津久井町）秋本　昭一 1,120ｇ
道志村議長賞 （町田市） 小島　靖義 1,040ｇ

子供の部（二尾の総重量）トロフィー賞品
１　位 （川崎市） 福岡　優斗……………920ｇ
２　位 （清水市） 武田　勇樹……………900ｇ
３　位 （横浜市） 谷藤　里穂……………800ｇ

※子供の部のトロフィー賞品は清水市の竹澤明廣氏より
寄贈していただきました。

佐藤組合長と入選された方々

佐藤組合長あいさつ

毒きのこによる
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山梨『行政相談』のキャラクター
「相談ゆーこちゃん」
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第7回　富士ふれあいの村まつり
実 施 要 項

目　　　的 富士ふれあいの村の通学児童・生徒、
利用者、在宅の障害児・者、福祉施設
利用者及び地域住民に交流の場を提供
し、一日楽しく集い、ふれあいを通じ、
相互理解を一層深めることを目的とす
る。

名　　　称 第７回　富士ふれあいの村まつり
開 催 日 時 平成14年9月16日（月）

午前10時～午後2時30分
場　　　所 富士ふれあいの村運動場

＊但し、雨天の場合は、ふじざくら養
護学校体育館（ふれあい広場）

主　　　催 山梨県・
富士ふれあいの村まつり実行委員会

テ　ー　マ 「後日選考の上決定」
後　　　援 富士北麓・東部地域16市町村
協　　　賛 財団法人　東鳩茂義会
参加予定者 約　1, 600人
まつりの内容 催し物（舞台）

・富士ふれあいの村通学児童・生徒、
福祉施設利用者及び職員による発表
（演技・演奏等）
・障害者福祉施設、福祉関係団体、地
域住民等による発表（演技・演奏等）
・その他（カラオケ大会、アトラクシ
ョン等）
富士ふれあいの村通学児童・生徒、利
用者及び福祉施設利用者等の作品の展
示・即売
・模擬店、バザー、フリーマーケット
・お楽しみ抽選会

ハローワーク大月・都留・富士吉田では、就
職面接会を下記日程により開催いたします。当
日は、就職相談、各種助成金等の相談コーナー
も開設いたします。参加対象者は、上記ハロー
ワークに求職の申込みをされている方です（当
日申込みも可能です。）また、参加求人者は、
上記の安定所に求人の申込みをされて、面接会
に参加希望のある事業主です。ハローワークで
は、一社でも多くの参加をお待ちしております。
また、面接会に先だって求職されている方を
対象とした再就職支援セミナー（主催：山梨県、
山梨労働局、山梨県雇用開発協会）が午後1時
より開催されます。（内容については、ハロー
ワーク窓口にリーフレットがありますのでご確
認下さい。）
参加希望の方は、就職面接会及び再就職支援
セミナーとも参加申込書により住所を管轄する
ハローワークにお申し込み下さい。（9月26日
締切です。なお、セミナーは定員になり次第締
切らせていただきます。）

日　時 平成14年10月4日（金）
午後1時～（再就職支援セミナー）
（受付　午後12時30分より）
午後3時～（郡内地区就職面接会）
（受付　午後2時30分より）

場　所 アピオ　ウエディングプラザ都留

詳しくは、下記までお問い合わせください。
ハローワーク大月　TEL0554－22－8609
ハローワーク都留　TEL0554－43－5141
ハローワーク富士吉田 TEL0555－23－8609

郡内地区就職面接会 の開催
再就職支援セミナー

観光対策関係省庁：内閣府／警察庁／総務省／法務省／外務省／財務省／文部科学省／厚生労働省／農林水産省／経済産業省／国土交通省／環境省
事務局：国土交通省観光部旅行振興課　　URL：http ://www.ml i t .go . jp

「有給休暇で、すいてる時期に
旅行に行ったら、すご～く
エンジョイできました」



9 月 の 納 税

平成14年９月１日（12）みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
企画財政課広聴広報係　　５２－２１１１内線１６☎
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人口　2,163人　男　1,064人　女1,099人　世帯数592（H14. 8. 1現在）
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7月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

池谷　房子さん（下善之木）

大正14年２月１日生

国民健康保険料（第3期）
上 下 水 道 料（第3期）
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9月 主な行事
1日　総合防災訓練
3日　合併懇話会 PM7：00 役場2F

プール教室、育児教室
4日　リハビリ教室
7日　道志小運動会
9日 乳幼児事故防止教室
10日 プール教室
11日 合併研修会 PM7：00 中央公民館
12日 基本検診・ガン検診 (唐沢）
14日 道志中若鮎祭 文化部門
15日 道志中若鮎祭 体育部門

ソバ祭り (道の駅）

16日 富士ふれあいの村祭り AM10：00
17日　プール教室、育児教室

心配ごと相談
18日　ことぶき祭 (道志小）
19日　乳ガン・子宮ガン検診 (公民館)
21日～30日

秋の全国交通安全運動
24日　プール教室
25日　農業委員会
26日　幼児健診
29日　保育所運動会 (雨天 道志中体育館）
30日　教育委員会、リハビリ教室
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1等　1億5,000万円×18本
前後賞各　2,500万円

2等　1,000万円×18本
3等　100万円×180本
4等　5万円×27,000本
5等　1万円×180,000本
6等　3,000円×900,000本

1等・前後賞合わせて2億円 9月26日 (木)発売
1枚300円 (売り切れしだい発売終了！)

発売期間
平成13年9月26日(木)から

10月11日(金)
抽 選 日
平成14年10月17日(水)
当せん金支払開始日
平成14年10月21日(月）

この宝くじは通信販売で買うこともできます。
この宝くじの収益金は市町村の明るい街づくりや環境対策、
高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
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